
学校番号 T3011 

令和３年度 理科 
 

教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高等学校 改訂 科学と人間生活（第一学習社） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

小学校、中学校で学んだ理科の知識をもう少し深めて学習していきます。 

みなさんの生活に関係することを多く取り扱っていくので、ぜひ興味を持って学習してくださ

い。 

この授業で一番大切にしたいのは、身近な生活の中に疑問を見出し、それを科学的に説明できる

ようになることです。 

疑問を抱く力、疑問に対して探求する力を身につけてください。 

２ 学習の到達目標 

・科学技術の発展が，今日の人間生活に対してどのように貢献してきたかについて理解させる。 

・身近な自然の事物・現象および日常生活や社会の中で利用されている科学技術を取り上げ，科 

学と人間生活とのかかわりについて認識を深めさせる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身近な事物・現象に

関心や探究心を持っ

ている。 

科学的な視点・考察力

を養うとともに，科学

技術に対する関心を

高める態度を身につ

けている。 

身近な事物・現象に問

題を見いだし、探究す

る課程を通して、事象

を科学的に考察し、導

き出した考えを適切に

表現している。 

身近な事物・現象に

関する観察、実験に

ついて学び、基本操

作を習得するととも

に、それらの過程や

結果を的確に記録、

整理する技能を身に

付けている。 

身近な事物・現象に

ついて、基本的な概

念や原理・原則を理

解し、知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

プリントの記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

プリントの記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

プリントの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

プリントの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単

元

名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

科
学
技
術
の
発
展 

情報伝達技術の 

発展 

〇   ○ a:科学技術の発展に関心を持ち、意欲的

に探究しようとする。 

b:科学技術の発達が私たちの生活にもた

らした恩恵について考察し、導き出し

た考えを表現している。 

c:「科学技術の発展」に関する探究活動

を行い、科学的に探究する方法を習得

するとともに、それらの過程や結果を

的確に記録、整理している。  

d:科学技術の発展について理解し、知識

を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

プリント 

 エネルギー資源の

活用と交通手段の

発展 

   ○ 

医療技術の発展  ○   

衣
料
と
食
品 

身近な繊維 ○    a:衣服のタグを見るなど、身近な繊維に

ついて興味を持ち、その種類や性質に

ついて理解しようとしている。 

b: 繊維の性質や構造上の違いから用途

の違いを考察できる。 

c:繊維の燃える様子を観察して、燃え方

の違いを観察することができる。  

d:繊維の種類、性質を理解している。  

学習状況 

探究活動 

プリント 

実験・観察 繊維の構造と染色    ○ 

天然繊維、化学繊維  ○ ○  

食品中のおもな栄

養素 

○   ○ a:食品中のおもな成分と性質について意

欲をもって学習する。 

栄養素について関心を抱き，化学的構

造や性質，生体内でのはたらきについ

て理解しようとする。 

b:食品加工からタンパク質の性質を思考 

する。 

c:炭水化物の性質を化学的に調べること

ができる。 

d:食品中の栄養素と，それが体内に取り

こまれる過程について理解している。 

栄養素の性質や構造について理解して

いる。 

学習状況 

探究活動 

プリント 

実験・観察 
炭水化物   ○  

タンパク質  ○   

脂質とその他の栄養

素 

   ○ 

生
物
と
光 

環境要因としての光 ○    a:環境要因としての光について関心をも

ち，植物の生命現象に対する光の影響

について，科学的に思考しようとする。 

b:暗期の長さを変えたときの植物の花芽

形成の結果から，花芽形成における光

の影響を考察できる。 

c:光の強さと光合成速度の関係を調べる

ことができる。  
d:光合成や植物の生育と光の関係につい

て理解している。 

学習状況 

探究活動 

プリント 

実験・観察 
光合成（1） 

光合成（2） 

  ○  

植物の生育  ○   

ヒトの視覚と光 ○  ○  a:自らの感覚に関心を抱き，眼の構造や視

細胞の種類とはたらき，視覚の成立につ

いて理解しようとする。 

b:体内時計と補正に関する研究から太陽

光がヒトに与える影響を考察する。 
c:錯視を体験できる。瞳孔反射を体験でき

る。 
d:視覚のしくみや走性など、光と生物の関

係について理解している。 

学習状況 

探究活動 

プリント 

実験・観察 
光に対する動物の行

動 

   ○ 

ヒトの健康と光  ○   

 

 



学
期 

単

元

名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

光
の
性
質
と
そ
の
利
用 

光の発生と速さ 〇   〇 a:身の回りの光や電磁波に興味を持ち，光

について理解しようとする。 

b:光の現象について科学的に考察できる。 

 電磁波の有効性と危険性について理解

し、私たちの生活にどのように必要とな

るのかを考察することができる。 

c:光の屈折を実験で確認することができ

る。 

 デジタルカメラを用いて赤外線を観察

することができる。 
d:過去の実験より光の速さを理解してい

る。 

 光の現象について理解している。 

 電磁波の種類と性質について理解して

いる。 
 

学習状況 

探究活動 

プリント 

実験・考察 光の反射・屈折 

光の分散・散乱 

光の回折・干渉・偏

光 

  〇  

電磁波の種類とその

利用 

 〇   

 

日本列島の成り立

ち 

  〇 〇 a:火山活動や地震に関心を持ち、理解しよ

うとしている。 

 さまざまな災害と防災について興味を

持ち、理解しようとしている。 

b:災害がおこる仕組みから防災について

考察し、その考えを表現することができ

る。  

c:身近な自然景観を調べることができる。 

 火山噴火の映像から、マグマの粘性を知

ることができる。 
d:日本列島の周りにあるプレートの動き

を理解している。 

 火山の形と噴火のしくみについ理解し

ている。 

 地震発生の仕組みを理解している。 

 防災について理解している。 

 

学習状況 

探究活動 

プリント 

実験・観察 

学習状況 

探究活動 

プリント 

実験・観察 

火山活動と地表の

変化 

  〇  

地震活動と地表の変

化 

 ○ ○  

水のはたらきと地

表の変化 

 ○  〇 

火山活動と防災 〇 ○  ○ 

地震活動と防災 〇 〇  ○ 

気象災害と防災 〇   〇 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


